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令和5年度行政評価（１次評価）結果の概要

施設管理費
のある
8５事業

事業費 約２８９億円
（一般財源 約188億円）

経常費２５５事業

取組が
不十分な

５５施設（※）

※全６６６施設のうち主に
　 「将来的に市が保有しない施設」（評価Ｃ～Ｅ）かつ「施設将来像の達成時期が未定」の施設

維持管理費の大きさや進捗状況から特に優先すべき

６課10事業２８施設を外部評価対象（案）として選定

外部評価対象（施設）

・・
・

① 廃止又は休止が可能…【 　 ４事業】 実施すれば 　　  1,158万円の財源確保

② 委託料の圧縮が可能…【  67事業】 実施すれば １億２,６２３万円の財源確保

③ その他の圧縮が可能…【１０５事業】 実施すれば 　　  　　　  ９９６万円の財源確保

 １億４,７７７万円 → 目標（一財５億円）に不足仮に全て実施したとしても…

＋）

① 単純作業が
　　１００時間以上…【２９事業】 

② 夜間会議などの構造的時間外が
　　定例発生…【７１事業】 

③ 会計年度任用職員を前年実績で
　　任用…【７９事業】 

外部評価対象（事業）

施設

事業費

人件費

✔ 各部の１次評価で財源確保困難となっているが検討が必要
✔ 目的や内容が時代に見合っているか検討が必要
✔ 職員の働き方に課題があり見直しが必要
　 などの５課８事業を外部評価対象（案）として選定
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